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◉当日の釣り場
は館山沖の水深
20〜80メートル
前後

　

ヨ
ッ
シ
ー
こ
と
吉
岡
進
が
エ
サ
、

ル
ア
ー
釣
り
を
問
わ
ず
、
様
ざ
ま

な
釣
り
物
に
ガ
チ
で
挑
戦
し
て
い

く
連
載
「
ツ
リ
ガ
チ
！
」。
第
13

回
は
内
房
館
山
沖
の
ス
ー
パ
ー
ラ

イ
ト
ジ
ギ
ン
グ
（
以
下
Ｓ
Ｌ
Ｊ
）。

　

今
回
、
ツ
リ
ガ
チ
取
材
班
と
釣

り
を
す
る
の
は
、
１
９
９
３
年
に

バ
イ
ク
レ
ー
ス
世
界
グ
ラ
ン
プ
リ

250‌

cc
ク
ラ
ス
で
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を

獲
得
し
た
原
田
哲
也
さ
ん
。
Ｓ
Ｌ

Ｊ
専
用
ロ
ッ
ド
を
携
え
て
の
参
戦

で
あ
る
。

　

５
月
下
旬
に
釣
行
し
た
の
は
内

房
勝
山
港
の
勝
山
か
か
り
釣
り
セ

ン
タ
ー
。
和
田
五
郎
船
長
が
目
指

し
た
釣
り
場
は
南
へ
45
分
ほ
ど
走

っ
た
館
山
沖
の
水
深
20
〜
80
メ
ー

ト
ル
前
後
の
根
周
り
。
こ
こ
で
釣

れ
る
の
は
カ
サ
ゴ
類
、
ハ
タ
類
な

ど
の
根
魚
を
メ
イ
ン
に
イ
サ
キ
、

マ
ダ
イ
、
青
物
な
ど
。　

　

何
が
釣
れ
る
か
分
か
ら
な
い
た

め
そ
の
と
き
、
そ
の
場
で
釣
れ
る

魚
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
楽
し
む

こ
と
に
し
た
。

★根魚がヒットし、
SLJ専用ロッドが
弧を描く

▼根魚が巻き上げで釣れ
る中、イサキだけがフォ
ールで食ってきた

▲世界GPチャンプ・原田哲也さんも参戦。
アヤメカサゴがダブルヒット

▲釣るのも大好きな和田▲釣るのも大好きな和田
五郎船長。浅場から深場五郎船長。浅場から深場
まで館山沖の様ざまなポまで館山沖の様ざまなポ
イントを案内してくれるイントを案内してくれる

▲45センチ、1.4キロのアオハタが取り込まれた

▲開始早々にヨッシーが釣り上げ
たのはウッカリカサゴ（通称カンコ）

▼底から５メートル上までをていね
に探って釣り上げたアオハタ

▲ボトム付近でリフ
ト＆フォールで誘い、
リフトでバイトして
きたアカハタ

▲釣り上げたアオハタの
口の中にはカサゴの幼魚。
しかもまだ生きていた

ジ
グ
は
軽
く
て

ラ
ク
だ
し

結
構
釣
れ
る
し

工
夫
も
で
き
る
し

サ
イ
コ
ー
だ
よ

◆本編（62ページより）は高橋剛が執筆。沖釣
りの楽しさをヨッシーとともにお伝えします！

ま
じ
ぃ
〜

ま
じ
ぃ
〜

ふ
ふ
ふ
ふ

ふ
ふ
ふ
ふ

アオハタアオハタ

内房のSLJ
撮影／文◉本誌編集部

ど
う
だ
〜
ッ
！

ど
う
だ
〜
ッ
！

アカハタアカハタ

イサキイサキ

や
っ
た
じ
ゃ
ん
！

や
っ
た
じ
ゃ
ん
！

か
っ
け
ぇ
！

か
っ
け
ぇ
！

う
お
〜
！

う
お
〜
！

だ
よ
ぉ
〜

だ
よ
ぉ
〜
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内房勝山港
☎0470・55・2675
（詳細は巻末の情報欄参照）

勝山かかり釣りセンター
＃船宿インフォメーション

▲クロダイのカカリ釣りで有名な同宿だが小型船で沖
釣りへも案内してくれる

◉料金＝SLJ 乗合一人１万1000円（氷付き）
◉備考＝予約乗合。６時出船。ほかカカリ
釣りのクロダイも

　

ポ
イ
ン
ト
に
到
着
す
る
と
１
流
し

目
か
ら
ア
タ
リ
が
あ
り
、
２
流
し
目

に
は
早
く
も
ヨ
ッ
シ
ー
が
ウ
ッ
カ
リ

カ
サ
ゴ
を
キ
ャ
ッ
チ
。
こ
れ
を
皮
切

り
に
根
魚
ラ
ッ
シ
ュ
に
突
入
し
、
ア

カ
ハ
タ
や
ア
オ
ハ
タ
が
次
つ
ぎ
と
釣

れ
上
が
り
、
船
上
は
大
盛
り
上
が
り
。

　

日
が
高
く
な
っ
て
か
ら
も
勢
い
を

増
し
、
加
え
て
ア
カ
エ
ソ
、
ア
カ
サ

サ
ノ
ハ
ベ
ラ
な
ど
赤
い
魚
が
よ
く
釣

れ
た
。

　

終
盤
、
青
物
ら
し
き
が
ヒ
ッ
ト
し
、

18
分
間
の
攻
防
を
繰
り
広
げ
た
ヨ
ッ

シ
ー
。
ラ
ス
ト
は
原
田
さ
ん
が
値
千

金
の
マ
ダ
イ
を
釣
り
上
げ
る
な
ど
文

句
な
し
の
釣
れ
っ
ぷ
り
で
館
山
沖
の

豊
か
な
海
と
、
Ｓ
Ｌ
Ｊ
の
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
を
知
る
に
は
十
分
な
釣
行
と
な

っ
た
。

　

詳
し
く
は
64
ペ
ー
ジ
か
ら
の
本
編

に
て
！

▲ヒレナガカサゴ

▼アカエソ

タダ巻き
巻き抵抗を
一定にする
のがコツ

宙層はワンピッチ
ジャークで青物を
狙ってもいい

底から10m上
までゆっくり巻
き上げる

イサキ10m

マダイ

アカハタ
アオハタ

カサゴ

ストップ
フ
ォ
ー
ル フ

ォ
ー
ル

ストップ

青物

リフトでジグ
を見せてフォ
ールで食わせる

1シャクリでハンドル
１/2～１回転

スローなジャーク
で根魚などを狙う

ロッドを下げ
ながら半回転巻く

リフト＆フォール

スロージャーク

5
m

5
m

ＳＬＪの釣り方イメージＳＬＪの釣り方イメージ ▲タダ巻き
は１秒間に
リール１回
転。ワンピ
ッチジャー
クは１シャ
クリでハン
ドル１回転

◉様ざまな魚を狙えるのがＳＬＪ。手堅いのは
ハタ類やカサゴなどの根魚。魚にじっくりとジ
グを見せるイメージでスローに誘う。底から５
〜10メートルはゆっくり巻いたり、スロージャ
ークやリフト＆フォールで探る。反応がなけれ
ば宙層はワンピッチジャークで青物狙いに切り
換えたり、マダイを狙うならタダ巻きも効果的。

▲ヒメ

▲オキナヒメジ
▲アカササノハベラ

▲ワニゴチ
★鹿島＆板倉コンビの
ラストを飾ったのはア
オハタのダブル

★★最後の流しで850グ最後の流しで850グ
ラムのマダイを釣り上ラムのマダイを釣り上
げた原田さん。着底かげた原田さん。着底か
ら10回ほどシャクリ、ら10回ほどシャクリ、
そこからはタダ巻きでそこからはタダ巻きで
誘うと食ってきた誘うと食ってきた

▼小型の根魚
はハリの掛か
り所を確認し
て抜き上げる

▼和田 五郎船長（左）

◉巻き上げてくる
とウッカリカサゴ
がポカンと浮上

◉青物らしきがヒットしてラ◉青物らしきがヒットしてラ
インが引き出される。ここかインが引き出される。ここか
ら18分間のファイトが始まら18分間のファイトが始ま
り、船長、同船者が見守るり、船長、同船者が見守る

◉当日、船中５人で釣り上げた魚は
十目以上。最も釣れたのがアカエソ

ウ
ッ
カ
リ
カ
サ
ゴ
は

ガ
チ
で
よ
く
釣
れ
る
！
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ＳＬＪタックルＳＬＪタックル ◉しっかりと曲げてファイトを楽しみたいのであればSLJ専用
ロッドがおすすめ。扱いやすく、ジグのコントロールも容易だ。

▲風まかせで船が動く
ドテラ流しでは、着底
が分からないとただひ
たすらラインが出てい
ってしまう。80グラム
ほどの重めのジグから
始めて、着底が分かれ
ば徐々に軽くしていく

▲スペアのフックなど
も用意しておく

内房の
ＳＬＪで釣れた魚たち

仕
事
じ
ゃ

な
い
も
ん

遊
び
だ
も
ん
。

た
だ
う
れ
し
い

だ
け
で
済
む
じ
ゃ
ん

バ
ラ
す
な

バ
ラ
す
な

バ
ラ
す
な

バ
ラ
す
な

振
り
じ
ゃ

振
り
じ
ゃ

な
い
よ

な
い
よ

ヤ
バ
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ヤ
バ
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ヤ
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ヤ
バ
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